
５類移行後の対応について（医療提供体制等）

分 類
２類相当 ５類

現行 ５月８日以降 秋以降

外出自粛の要請
入院勧告・就業制限

できる できない

応召義務 な し あ り

感染者の把握 全数把握
※毎日報告

定点把握(４９か所)（インフルエンザ定点の同じ医療機関）

※1回/週報告

医療費
（外来・入院）

全額公費支援 一部公費支援
（外来:コロナ治療薬 入院:最大２万円）

未 定

医療提供体制
（外来）

診療検査医療機関
（４４８か所）

外来対応医療機関
（目標：６７２か所※1.5倍）

すべての医療機関

医療提供体制
（入院）

入院医療機関
（２３か所）

可能な限りすべての医療機関 すべての医療機関

入院調整 入院調整本部
保健所（一部 入院調整本部）
※7月1日以降 医療機関間

医療機関

ワクチン
（重症化予防）

全年齢
高齢者(65歳以上)

基礎疾患を有する者(5～64歳以上)

医療従事者・介護従事者等
5歳以上のすべての者

高齢者施設対応 掛かり増し経費等支援 掛かり増し経費等支援 未 定

その他
宿泊療養施設
相談窓口

宿泊療養：廃 止
相談窓口：継 続

未 定
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５類移行後の対応について（医療提供体制等：入院医療機関）

軽症・中等症病床
(23病院299床)

重症用(7病院17床)

現 在 移行期間（5/8～9/30）

中等症Ⅱ･要配慮を中心に
(35病院283床)

重症用(6病院8床)

重症用(6病院8床)

10/1以降

確
保
病
床

新
規
確
保
病
床

入
院
患
者
対
応
病
床

R5.4.1時点

23医療機関が対応

救急告示病院等を中心に病床を確保 全ての医療機関で

受入れ可能に！

新たな医療機関の参入を促しつつ、流行に対応できる病床数を確保！

調整：保健所 7/1～ 医療機関間

中等症Ⅰ以下を中心に受入
自病院患者の治療継続
自病院かかりつけ患者の受入

確保病床対象以外を受入
自病院患者の治療継続
自病院かかりつけ患者の受入

入院医療機関確保ロードマップ

対象患者の重点化

【現在】 【5月8日以降】 ＜参考＞

病床確保 病床確保 救急受入 入院継続 延べ協力医療機関

病院数 23病院 病院数 36病院 38病院 55病院 55病院

病床数 316床 病床数 291床 (76.0%) (66.3%) (66.3%)

救急告示病院数:50 県内病院数:83
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